
平成 22 年度　広報おおさき　8 月号��

　いちき串木野市の発行する『広報いちき
串木野』８月号にて，本町を紹介していた
だきました。

あなたのまちと
　“よかとこ”情報交換！よかとこトレード！

■お問い合わせ先
いきち串木野総合観光案内所
　　　　　　　　　　 ☎ 0996-32-5256

【いちき串木野市の概要】■人　口　31,165 人（H22.8.1 現在）
■面　積　112.04 ㎢ ■市　花  サクラ
■市　木　マツ ■広報紙発行部数　13,800 部

今月の交流市町【いちき串木野市】
　いちき串木野市は，見どころやご当地グルメが沢山ある街です。
全国でも取り上げられているマグロでとったダシがスープの『まぐろラー
メン』や，日本の近代化に貢献した薩摩藩留学生がイギリスに向けて密か
に出港した羽島，徐福伝説が息づく冠岳など見どころ満載です。
　観光・イベント・食の情報は，いちき串木野総合観光案内所までお問い
合わせください。
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